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問21(20) 本人への介護内容 

主な介護者は、ご本人に対し、どのような介護を行っていますか。（○はいくつでも） 

【図21(20) 本人への介護内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査には、「医療的な処置への対応」がなかった。 

本人への介護内容について、サービス利用者・未利用者とも「食事の用意の援助」が最も

多く、次いで「外出、通院する時の介助」、続いて「掃除や収納の援助」となっている。 

前回調査と比較すると、サービス利用者は「金銭管理の援助」が8.0ポイント、「服薬の援

助」が7.1ポイント増加し、サービス未利用者では「食事の用意の援助」が17.0ポイント、「外
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出、通院する時の介助」が15.1ポイント増加している。（図21(20)） 

 

要介護度別でみると、サービス利用者では、要支援１・２と要介護４は「外出、通院する

時の介助」、要介護１～３と要介護５では「食事の用意の援助」が、それぞれ最も多くなって

いる。また、要介護５では「服薬の援助」が続いて多くなっている。一方、サービス未利用

者では、要支援１と要介護２は「外出、通院する時の介助」、要支援２と要介護１、要介護３

～５では「食事の用意の援助」が、それぞれ最も多くなっている。また、要介護４～５では

「金銭管理の援助」が続いて多く、要介護５は同率で「着替え、食事の介助」も多くなって

いる。（表21(20)-a） 

【表21(20)-a 本人への介護内容（要介護度別）】 
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ど
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助
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無
回
答

要支援１ 166 1.8 1.8 3.0 0.6 12.0 21.7 25.9 30.7 14.5 8.4 3.6 34.3 1.2 4.2 7.2 37.3

要支援２ 205 0.5 3.9 3.4 2.4 15.6 22.4 44.4 44.9 18.0 18.5 8.8 45.4 4.4 11.7 7.3 27.8

要介護１ 224 8.5 16.5 8.9 12.9 31.7 51.8 49.6 64.3 47.8 25.9 21.9 62.5 5.8 17.9 4.9 19.2

要介護２ 271 5.5 10.0 9.2 10.0 32.8 45.0 52.0 61.3 48.3 35.4 36.2 60.1 15.5 26.9 3.7 21.8

要介護３ 230 11.3 21.3 10.9 20.9 34.3 48.7 47.0 62.2 53.9 33.0 43.9 60.0 32.6 37.8 4.8 23.5

要介護４ 198 9.6 13.1 11.1 18.2 36.4 46.5 51.5 58.1 55.1 23.7 51.5 62.6 41.4 45.5 3.0 26.8

要介護５ 211 10.4 14.7 14.7 23.2 46.0 52.1 52.1 65.9 64.5 28.0 64.5 53.1 59.7 55.0 8.5 23.2

わからない 12 8.3 8.3 16.7 8.3 16.7 33.3 41.7 50.0 33.3 16.7 33.3 66.7 8.3 25.0 8.3 33.3

要支援１ 234 2.6 3.4 2.6 3.4 17.1 20.1 37.2 39.3 20.9 9.0 8.1 40.6 1.7 8.5 7.3 26.1

要支援２ 245 3.3 3.3 2.4 1.6 22.9 25.3 48.2 60.8 20.8 21.6 13.5 50.2 3.3 15.9 4.9 11.8

要介護１ 217 8.3 21.2 14.3 9.7 35.9 59.4 59.9 72.8 62.7 30.0 19.8 64.5 2.8 17.1 6.9 5.5

要介護２ 193 6.7 14.0 9.8 10.4 40.9 48.7 58.5 74.6 50.3 51.3 43.0 75.6 15.5 38.3 3.6 6.2

要介護３ 111 18.9 20.7 6.3 15.3 34.2 36.9 52.3 67.6 49.5 46.8 44.1 62.2 33.3 43.2 7.2 13.5

要介護４ 82 4.9 7.3 8.5 9.8 25.6 34.1 30.5 37.8 25.6 25.6 25.6 32.9 18.3 35.4 22.0 25.6

要介護５ 75 6.7 9.3 9.3 13.3 22.7 30.7 29.3 33.3 29.3 24.0 30.7 25.3 20.0 32.0 18.7 30.7

わからない 59 8.5 8.5 6.8 5.1 13.6 20.3 35.6 42.4 18.6 18.6 16.9 33.9 6.8 16.9 6.8 37.3
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ー

ビ
ス
利
用
者

サ
ー

ビ
ス
未
利
用
者
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本人との関係別でみると、サービス利用者では、“配偶者”や“子どもの配偶者”は「食事

の用意の援助」、“兄弟・姉妹”や“子ども”は「外出、通院する時の介助」、“その他の親族”

では「掃除や収納の援助」が、それぞれ最も多くなっている。一方、サービス未利用者では、

“配偶者”や“子ども”、“子どもの配偶者”、“その他の親族”で「食事の用意の援助」が最

も多く、“兄弟・姉妹”では「外出、通院する時の介助」が最も多くなっている。（表21(20)-b） 

【表21(20)-b 本人への介護内容（本人との関係別）】 
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ど
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回
答

配偶者 471 8.7 11.7 8.9 13.4 31.2 44.2 46.1 66.7 54.1 37.8 48.0 63.9 31.2 39.7 5.1 11.3

兄弟・姉妹 36 8.3 5.6 13.9 5.6 33.3 55.6 58.3 61.1 44.4 19.4 36.1 66.7 16.7 30.6 8.3 2.8

子ども 571 7.7 17.7 10.9 18.7 42.9 57.3 63.7 70.4 56.0 28.7 38.7 70.9 27.7 33.8 7.9 8.9

子どもの配偶者 86 8.1 20.9 17.4 16.3 41.9 58.1 65.1 76.7 61.6 17.4 32.6 67.4 22.1 34.9 4.7 4.7

その他の親族 34 5.9 11.8 8.8 11.8 29.4 58.8 64.7 52.9 35.3 20.6 26.5 55.9 14.7 8.8 17.6 8.8

友人・知人 14 14.3 7.1 21.4 7.1 21.4 42.9 50.0 71.4 50.0 28.6 35.7 64.3 21.4 28.6 0.0 14.3

ボランティア 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 3 11.1 22.2 11.1 11.1 11.1 11.1 44.4 44.4 33.3 22.2 33.3 33.3 22.2 22.2 0.0 33.3

配偶者 577 7.6 9.7 6.2 8.0 29.5 32.8 44.7 60.3 38.3 31.0 28.8 55.5 10.6 26.7 8.0 11.1

兄弟・姉妹 31 0.0 3.2 0.0 3.2 32.3 35.5 35.5 51.6 22.6 25.8 25.8 58.1 9.7 12.9 9.7 9.7

子ども 473 5.5 13.1 7.8 9.7 29.4 44.6 57.3 62.6 40.4 28.3 20.5 58.1 10.4 24.1 9.5 9.7

子どもの配偶者 56 12.5 19.6 19.6 5.4 35.7 42.9 51.8 71.4 44.6 23.2 16.1 62.5 10.7 16.1 7.1 14.3

その他の親族 19 15.8 10.5 5.3 5.3 21.1 36.8 31.6 63.2 31.6 21.1 15.8 36.8 10.5 10.5 5.3 10.5

友人・知人 7 0.0 14.3 28.6 0.0 42.9 42.9 57.1 57.1 28.6 28.6 42.9 42.9 14.3 42.9 0.0 0.0

ボランティア 1100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

その他 13 7.7 23.1 7.7 7.7 7.7 23.1 46.2 38.5 30.8 30.8 15.4 30.8 7.7 15.4 0.0 38.5
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本人の認知症の程度別でみると、サービス利用者では、“全く認知症を有しない”人は「外

出、通院する時の介助」が最も多くなっている。“何らかの認知症はあるが、日常生活はほぼ

自立している”や“日常生活に支障が多少見られても誰かが注意していれば自立できる”、“日

常生活に支障が見られ、介護を必要とする”人は「食事の用意の援助」が最も多くなってい

る。“日常生活に支障が頻繁に見られ、常に介護を必要とする”人は「服薬の援助」が最も多

く、“妄想等の精神症状や重篤な身体疾患があり、専門医療を必要とする”人では「掃除や収

納の援助」と「食事の用意の援助」が同率で最も多くなっている。一方、サービス未利用者

では、“全く認知症を有しない”人や“何らかの認知症はあるが、日常生活はほぼ自立してい

る”、“日常生活に支障が多少見られても誰かが注意していれば自立できる”人は「食事の用

意の援助」が最も多く、“日常生活に支障が見られ、介護を必要とする”人は「服薬の援助」

が最も多くなっている。“日常生活に支障が頻繁に見られ、常に介護を必要とする”人と“妄

想等の精神症状や重篤な身体疾患があり、専門医療を必要とする”人は「金銭管理の援助」

が最も多く、“妄想等の精神症状や重篤な身体疾患があり、専門医療を必要とする”人では「食

事の用意の援助」と「服薬の援助」も同率で最も多くなっている。（表21(20)-c） 

【表21(20)-c 本人への介護内容（本人の認知症の程度別）】 
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全く認知症を有しない 394 2.5 3.0 2.5 3.3 28.2 37.6 48.7 57.9 33.5 24.1 28.7 60.7 16.8 25.4 7.9 14.0

何らかの認知症はある
が、日常生活はほぼ自
立している

332 3.0 6.6 5.7 5.4 30.4 49.7 57.5 68.7 48.5 27.1 31.3 67.8 19.3 25.9 4.8 7.5

日常生活に支障が多少
見られても誰かが注意
していれば自立できる

170 11.8 24.1 18.8 26.5 48.2 72.4 67.6 80.0 78.8 37.1 47.1 74.1 27.6 34.1 8.2 2.4

日常生活に支障が見ら
れ、介護を必要とする

137 17.5 33.6 18.2 33.6 47.4 62.8 64.2 82.5 78.8 43.8 65.7 70.8 43.1 53.3 4.4 3.6

日常生活に支障が頻繁
に見られ、常に介護を
必要とする

131 25.2 40.5 27.5 47.3 56.5 67.2 62.6 75.6 77.9 36.6 71.0 71.8 67.9 64.9 10.7 8.4

妄想等の精神症状や重
篤な身体疾患があり、
専門医療を必要とする

27 29.6 37.0 51.9 37.0 63.0 66.7 77.8 77.8 74.1 63.0 70.4 74.1 55.6 66.7 3.7 3.7

全く認知症を有しない 476 2.9 1.1 2.7 1.5 20.6 25.8 46.0 58.2 21.6 26.9 19.7 51.5 5.5 20.0 9.5 12.0

何らかの認知症はある
が、日常生活はほぼ自
立している

296 2.7 10.5 5.7 3.4 32.1 39.9 50.3 64.5 44.9 25.0 19.9 60.8 6.4 21.6 6.8 6.4

日常生活に支障が多少
見られても誰かが注意
していれば自立できる

174 13.8 26.4 12.1 16.1 42.5 56.3 61.5 75.9 58.6 32.2 28.7 66.1 12.1 25.3 5.2 4.0

日常生活に支障が見ら
れ、介護を必要とする

77 14.3 35.1 22.1 29.9 45.5 61.0 67.5 72.7 79.2 55.8 51.9 76.6 28.6 48.1 7.8 3.9

日常生活に支障が頻繁
に見られ、常に介護を
必要とする

70 25.7 31.4 17.1 31.4 38.6 60.0 48.6 57.1 58.6 41.4 47.1 51.4 38.6 47.1 18.6 7.1

妄想等の精神症状や重
篤な身体疾患があり、
専門医療を必要とする

23 30.4 26.1 34.8 30.4 30.4 39.1 30.4 39.1 39.1 17.4 21.7 21.7 21.7 26.1 21.7 21.7
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ー
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ス
利
用
者

サ
ー

ビ
ス
未
利
用
者
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（３）介護上の問題 

問22(21) 介護を行ううえで困っていること 

主な介護者が、自宅での介護を行ううえで困っていることはどのようなことですか。 

（○はいくつでも） 

【図22(21) 介護を行ううえで困っていること】 
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介護を行ううえで困っていることについて、サービス利用者・未利用者の両介護者とも「ス

トレスなどの精神的な負担が大きい」が最も多く、次いで「自分の時間がもてない」となっ

ている。これに続いて、サービス利用者の介護者は「身体的な負担が大きい」、サービス未利

用者の介護者では「本人が介護保険サービスの利用を望まない」が多くなっている。 

前回調査と比較すると、サービス利用者の介護者では、「ストレスなどの精神的な負担が大

きい」が3.2ポイント増加、「身体的な負担が大きい」が4.2ポイント増加、「自分の時間がも

てない」が3.5ポイント増加となっている。一方、サービス未利用者の介護者では、「ストレ

スなどの精神的な負担が大きい」が12.4ポイント増加、「身体的な負担が大きい」が7.0ポイ

ント増加、「経済的な負担が大きい」が5.4ポイント増加、「自分の時間がもてない」が10.8

ポイント増加、「本人が介護保険サービスの利用を望まない」が7.7ポイント増加となってい

る。（図22(21)） 

本人の認知症の程度別でみると、サービス利用者の介護者では、本人の認知症の程度に関

わらず「ストレスなどの精神的な負担が大きい」が最も多くなっている。一方、サービス未

利用者の介護者では、“全く認知症を有しない”人や“何らかの認知症はあるが、日常生活は

ほぼ自立している”、“日常生活に支障が多少見られても誰かが注意していれば自立できる”、

“日常生活に支障が見られ、介護を必要とする”人の介護者は「ストレスなどの精神的な負

担が大きい」が最も多くなっており、“日常生活に支障が頻繁に見られ、常に介護を必要とす

る”人の介護者は「自分の時間がもてない」、“妄想等の精神症状や重篤な身体疾患があり、

専門医療を必要とする”人の介護者では「身体的な負担が大きい」が、それぞれ最も多くなっ

ている。（表22(21)-a） 

【表22(21)-a 介護を行ううえで困っていること（本人の認知症の程度）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(MA%)

N

介
護
（

対
応
）

方
法
が
わ
か
ら
な
い

介
護
の
手
助
け
を
し
て
く
れ
る
人
が
い

な
い

ス
ト
レ
ス
な
ど
の
精
神
的
な
負
担
が
大

き
い

身
体
的
な
負
担
が
大
き
い

経
済
的
な
負
担
が
大
き
い

自
分
の
時
間
が
も
て
な
い

家
族
や
近
隣
の
人
等
の
理
解
や
協
力
が

得
ら
れ
な
い

本
人
と
の
関
係
が
う
ま
く
い
っ

て
い
な

い 本
人
が
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を

望
ま
な
い

相
談
す
る
相
手
が
い
な
い

介
護
し
て
い
る
家
族
が
交
流
し
た
り
、

情
報
交
換
す
る
場
所
が
な
い

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
等
の
情
報
を
ど
こ

で
入
手
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
量
が
不
十
分

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
に
不
満

自
分
自
身
に
持
病
や
障
が
い
が
あ
る

そ
の
他

特
に
困
っ

て
い
る
こ
と
は
な
い

無
回
答

全く認知症を有しない 3943.6 6.324.920.8 14.2 22.6 1.5 2.0 5.3 3.0 3.6 3.3 4.8 1.817.0 4.1 30.7 17.3

何らかの認知症はある
が、日常生活はほぼ自
立している

3325.4 13.6 42.229.5 17.8 28.9 4.5 6.9 8.1 6.9 5.4 2.7 4.2 2.722.0 7.5 18.7 12.0

日常生活に支障が多少
見られても誰かが注意
していれば自立できる

1708.8 11.8 54.132.9 18.2 44.1 4.7 11.8 15.3 4.711.2 3.5 7.1 2.929.4 5.3 10.6 11.8

日常生活に支障が見ら
れ、介護を必要とする

1378.0 21.2 63.548.2 24.1 48.2 7.3 4.4 10.2 7.310.2 7.3 10.2 2.232.1 2.9 5.1 10.9

日常生活に支障が頻繁
に見られ、常に介護を
必要とする

1317.6 27.5 65.658.8 30.5 50.4 6.1 3.1 4.6 6.9 6.9 3.8 10.7 3.828.2 9.2 6.1 14.5

妄想等の精神症状や重
篤な身体疾患があり、
専門医療を必要とする

2714.8 25.9 66.740.7 40.7 48.1 3.7 7.4 7.4 11.118.5 11.1 7.4 7.437.0 11.1 0.0 22.2

全く認知症を有しない 4763.4 7.123.913.7 13.7 18.3 1.9 1.9 13.2 3.2 3.2 6.1 2.914.9 3.6 31.1 17.4

何らかの認知症はある
が、日常生活はほぼ自
立している

2966.1 10.1 33.118.2 8.4 22.0 1.7 5.7 27.7 6.1 4.1 7.4 3.723.0 4.7 17.2 12.8

日常生活に支障が多少
見られても誰かが注意
していれば自立できる

1747.5 13.2 60.333.3 20.1 36.8 3.4 7.5 43.1 4.6 5.7 10.3 2.925.3 3.4 8.0 6.9

日常生活に支障が見ら
れ、介護を必要とする

7715.6 26.0 58.435.1 27.3 50.6 9.1 7.8 37.7 10.4 9.1 10.4 5.233.8 10.4 3.9 3.9

日常生活に支障が頻繁
に見られ、常に介護を
必要とする

7012.9 15.7 45.728.6 30.0 48.6 5.7 7.1 28.6 8.6 7.1 14.3 5.721.4 10.0 10.0 11.4

妄想等の精神症状や重
篤な身体疾患があり、
専門医療を必要とする

23 8.7 30.4 43.552.2 39.1 47.813.013.0 17.4 13.0 8.7 17.4 8.739.1 0.0 4.3 17.4

サ
ー

ビ
ス
利
用
者

サ
ー

ビ
ス
未
利
用
者
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問23(22) 介護者の虐待の有無 

主な介護者が、自宅での介護を行ううえで、次のような状態になったことがありますか。 

（○はいくつでも） 

【図23(22) 介護者の虐待の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護者の虐待の有無について、サービス利用者・未利用者の両介護者とも「つい大声でど

なってしまったことがある」が最も多く、次いで「何度も同じ事を言うので、つい無視して

しまうことがある」、続いて「イライラして手をあげそうになったことがある」となっている。 

前回調査と比較すると、サービス利用者・未利用者の両介護者とも「つい大声でどなって

しまったことがある」が前回より増加しており、サービス未利用者では10.5ポイント増加し

ている。（図23(22)） 
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要介護度別でみると、サービス利用者の介護者では、本人が要支援１、要介護１～５で「つ

い大声でどなってしまったことがある」が最も多く、本人が要支援２では「何度も同じ事を

言うので、つい無視してしまうことがある」が最も多くなっている。また、「イライラして手

をあげそうになったことがある」は、本人の要介護度が高くなるほど割合が高くなっている。

一方、サービス未利用者の介護者では、本人の要介護度に関わらず「つい大声でどなってし

まったことがある」が最も多くなっている。（表23(22)-a） 

【表23(22)-a 介護者の虐待の有無（要介護度別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(MA%)

N

イ
ラ
イ
ラ
し
て
手
を
あ
げ
そ

う
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る

食
事
を
与
え
な
か
っ

た
こ
と

が
あ
る

つ
い
大
声
で
ど
な
っ

て
し

ま
っ

た
こ
と
が
あ
る

何
度
も
同
じ
事
を
言
う
の

で
、

つ
い
無
視
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る

本
人
が
外
出
す
る
と
、

危
険

な
た
め
部
屋
の
鍵
を
か
け
る

こ
と
が
あ
る

家
計
が
苦
し
い
た
め
、

本
人

の
年
金
等
を
本
人
以
外
の
為

に
使
う
こ
と
が
あ
る

そ
の
他

無
回
答

要支援１ 166 4.2 0.0 17.5 14.5 0.6 1.8 10.2 65.7

要支援２ 205 6.3 0.5 17.6 19.0 1.0 2.9 9.8 60.0

要介護１ 224 12.9 0.4 31.3 29.0 1.3 6.7 6.7 44.2

要介護２ 271 13.3 0.4 37.3 25.1 1.5 4.8 7.7 46.1

要介護３ 230 16.5 0.9 32.2 21.3 3.0 6.5 10.0 46.5

要介護４ 198 21.2 2.0 41.9 18.2 1.0 7.6 3.0 48.0

要介護５ 211 25.6 2.8 40.8 22.7 2.4 6.2 9.5 40.8

わからない 12 8.3 0.0 16.7 0.0 8.3 8.3 16.7 66.7

要支援１ 234 3.0 0.4 19.2 17.5 0.0 4.3 13.2 55.1

要支援２ 245 6.1 0.4 23.7 22.0 0.0 5.7 10.2 49.8

要介護１ 217 13.8 0.5 49.3 40.1 1.8 6.0 10.1 28.1

要介護２ 193 14.5 1.0 36.3 29.0 1.0 9.3 11.4 36.8

要介護３ 111 15.3 0.0 30.6 24.3 6.3 14.4 10.8 40.5

要介護４ 82 11.0 0.0 22.0 12.2 1.2 4.9 13.4 52.4

要介護５ 75 22.7 0.0 29.3 24.0 1.3 6.7 8.0 44.0

わからない 59 11.9 0.0 25.4 15.3 3.4 3.4 15.3 50.8

サ
ー

ビ
ス
利
用
者

サ
ー

ビ
ス
未
利
用
者
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本人との関係別でみると、サービス利用者・未利用者とも、“配偶者”や“兄弟・姉妹”、

“子ども”は「つい大声でどなってしまったことがある」が、“子どもの配偶者”は「何度も

同じ事を言うので、つい無視してしまうことがある」が、それぞれ最も多くなっている。（表

23(22)-b） 

【表23(22)-b 介護者の虐待の有無（本人との関係別）】 
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ラ
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こ
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あ
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あ
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何
度
も
同
じ
事
を
言
う
の

で
、

つ
い
無
視
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る

本
人
が
外
出
す
る
と
、

危
険

な
た
め
部
屋
の
鍵
を
か
け
る

こ
と
が
あ
る

家
計
が
苦
し
い
た
め
、

本
人

の
年
金
等
を
本
人
以
外
の
為

に
使
う
こ
と
が
あ
る

そ
の
他

無
回
答

配偶者 471 23.1 2.1 41.8 22.7 1.5 8.5 8.1 37.8

兄弟・姉妹 36 13.9 0.0 33.3 22.2 0.0 11.1 5.6 44.4

子ども 571 16.6 0.7 41.3 29.6 2.5 5.8 11.4 36.3

子どもの配偶者 86 3.5 1.2 25.6 31.4 1.2 1.2 12.8 39.5

その他の親族 34 14.7 0.0 29.4 26.5 2.9 11.8 17.6 38.2

友人・知人 14 14.3 0.0 21.4 28.6 7.1 0.0 0.0 50.0

ボランティア 2 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

その他 3 11.1 0.0 11.1 11.1 0.0 0.0 33.3 55.6

配偶者 577 12.8 0.3 31.7 23.9 1.4 8.7 12.0 42.6

兄弟・姉妹 31 12.9 3.2 22.6 16.1 0.0 3.2 6.5 51.6

子ども 473 10.4 0.4 36.6 30.9 1.5 5.7 13.1 34.9

子どもの配偶者 56 8.9 0.0 23.2 35.7 1.8 1.8 8.9 44.6

その他の親族 19 10.5 5.3 15.8 21.1 5.3 5.3 10.5 63.2

友人・知人 7 14.3 0.0 42.9 14.3 14.3 14.3 0.0 28.6

ボランティア 1 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 13 7.7 0.0 7.7 7.7 0.0 7.7 15.4 76.9

サ
ー

ビ
ス
利
用
者

サ
ー

ビ
ス
未
利
用
者
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介護者の性別でみると、サービス利用者・未利用者の両介護者とも「つい大声でどなって

しまったことがある」が最も多くなっており、女性介護者に比べ、男性介護者のほうが割合

は高くなっている。これに次いで「何度も同じ事を言うので、つい無視してしまうことがあ

る」が多くなっており、男性介護者に比べ、女性介護者のほうが割合は高くなっている。（表

23(22)-c） 

【表23(22)-c 介護者の虐待の有無（介護者の性別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同居の有無別でみると、サービス利用者の介護者では、同居の有無に関わらず「つい大声

でどなってしまったことがある」が最も多くなっているが、いずれの項目も同居している介

護者のほうが割合は高くなっている。一方、サービス未利用者では、同居している介護者は

「つい大声でどなってしまったことがある」、同居していない介護者では「何度も同じ事を言

うのでつい無視してしまうことがある」が、それぞれ最も多くなっている。（表23(22)-d） 

【表23(22)-d 介護者の虐待の有無（同居の有無別）】 
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い
た
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本
人

の
年
金
等
を
本
人
以
外
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為

に
使
う
こ
と
が
あ
る

そ
の
他

無
回
答

男性 394 22.8 1.0 41.9 24.4 2.8 8.9 10.4 37.6

女性 826 15.7 1.3 38.4 27.8 1.6 5.7 10.0 37.4

男性 409 14.2 0.7 36.7 26.7 2.2 7.1 11.7 37.9

女性 759 10.3 0.4 30.6 27.1 1.3 7.1 12.4 41.2

サ
ー

ビ
ス

利
用
者

サ
ー

ビ
ス

未
利
用
者

(MA%)

N

イ
ラ
イ
ラ
し
て
手
を
あ
げ
そ

う
に
な
っ

た
こ
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る

食
事
を
与
え
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あ
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言
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つ
い
無
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し
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ま
う

こ
と
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あ
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本
人
が
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出
す
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と
、

危
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な
た
め
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屋
の
鍵
を
か
け
る

こ
と
が
あ
る

家
計
が
苦
し
い
た
め
、

本
人

の
年
金
等
を
本
人
以
外
の
為

に
使
う
こ
と
が
あ
る

そ
の
他

無
回
答

同居している 849 21.8 1.5 45.3 27.6 2.4 8.8 9.9 33.3

同居していない 373 8.8 0.5 25.7 24.1 1.1 1.9 11.0 47.5

同居している 906 13.1 0.6 36.5 28.3 1.5 7.6 11.7 37.5

同居していない 263 6.5 0.4 19.8 22.4 1.9 4.6 13.3 49.4

サ
ー

ビ
ス

利
用
者

サ
ー

ビ
ス

未
利
用
者
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本人の認知症の程度別でみると、サービス利用者・未利用者の両介護者とも「つい大声で

どなってしまったことがある」が、認知症の程度に関わらず最も多くなっている。また、サー

ビス未利用者の介護者では、「イライラして手をあげそうになったことがある」と「本人が外

出すると、危険なため部屋の鍵をかけることがある」が、認知症の程度が重くなるほど上昇

傾向にある。（表23(22)-e） 

【表23(22)-e 介護者の虐待の有無（本人の認知症の程度別）】 
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人
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、
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人

の
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を
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う
こ
と
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あ
る

そ
の
他

無
回
答

全く認知症を有しない 394 7.6 0.3 21.3 11.7 1.0 5.6 14.0 55.1

何らかの認知症はある
が、日常生活はほぼ自
立している

332 14.2 0.9 41.0 26.8 0.6 6.0 8.4 36.7

日常生活に支障が多少
見られても誰かが注意
していれば自立できる

170 24.1 1.2 51.8 43.5 2.9 8.2 9.4 22.9

日常生活に支障が見ら
れ、介護を必要とする

137 25.5 1.5 54.7 41.6 2.2 6.6 6.6 23.4

日常生活に支障が頻繁
に見られ、常に介護を
必要とする

131 39.7 2.3 52.7 29.8 7.6 6.9 8.4 29.8

妄想等の精神症状や重
篤な身体疾患があり、
専門医療を必要とする

27 33.3 11.1 55.6 44.4 7.4 11.1 11.1 22.2

全く認知症を有しない 476 5.5 0.4 19.3 14.5 0.2 5.9 15.8 52.7

何らかの認知症はある
が、日常生活はほぼ自
立している

296 10.5 0.7 35.1 28.7 0.7 6.1 12.5 34.8

日常生活に支障が多少
見られても誰かが注意
していれば自立できる

174 19.0 0.0 56.9 54.6 1.1 10.3 6.3 16.7

日常生活に支障が見ら
れ、介護を必要とする

77 24.7 1.3 54.5 44.2 7.8 11.7 10.4 16.9

日常生活に支障が頻繁
に見られ、常に介護を
必要とする

70 28.6 1.4 41.4 35.7 8.6 8.6 14.3 27.1

妄想等の精神症状や重
篤な身体疾患があり、
専門医療を必要とする
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問24(23) 相談窓口等の利用状況 

次の相談窓口等についての利用状況についておたずねします。（それぞれ○はひとつ） 

【図24(23) 相談窓口等の利用状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談窓口等の利用状況について、サービス利用者・未利用者ともに、“（１）区役所・保健

福祉センター”と“（２）地域包括支援センター”は「知っているが、相談したことがない」

が最も多くなっており、“（３）おおさか介護サービス相談センター”や“（４）国民健康保険

団体連合会”、“（５）認知症初期集中支援チーム”では「知らない」が半数前後を占めている。

（図24(23)） 
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問24-1(23-1) 介護を行ううえで困った時の相談先 

問24(問23)の相談窓口以外で、主な介護者が、自宅での介護を行ううえで困った時はどちらに

相談していますか。（○はいくつでも） 

【図24-1(23-1) 介護を行ううえで困った時の相談先】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護を行ううえで困った時の相談先について、サービス利用者では、「居宅介護支援事業者

（ケアマネジャー）」が46.2％で最も多く、次いで「別居している家族や親族」が30.4％、「か

かりつけの医師・歯科医師・薬剤師」が27.5％となっている。一方、サービス未利用者では、

「別居している家族や親族」が36.3％で最も多く、次いで「同居の家族」が22.0％、「かかり

つけの医師・歯科医師・薬剤師」が21.4％となっている。（図24-1(23-1)） 
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問25 介護保険サービスを利用することによる介護者の変化（サービス利用者） 

ご本人が介護保険サービスを利用することによって、主な介護者にどのような変化がありまし

たか。（○はいくつでも） 

【図25 介護保険サービスを利用することによる介護者の変化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス利用者の介護者に、介護保険サービスを利用することによって、どのような変化

があったかたずねると、「精神的に楽になった」が37.5％で最も多く、次いで「時間に余裕が

できた」が29.8％、「身体的に楽になった」が29.0％となっている。 

前回調査と比較すると、「身体的に楽になった」と「精神的に楽になった」がともに5.0ポ

イント増加しているが、「経済的に苦しくなった」は2.7ポイント増加している。（図25） 
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問26 介護保険サービスについての介護者の満足度（サービス利用者） 

ご本人が利用している介護保険サービスについて、主な介護者の満足度をおたずねします。（○

はひとつ） 

【図26 介護保険サービスについての介護者の満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス利用者の介護者に、介護サービスの満足度をたずねると、「ほぼ満足している」が

30.6％で最も多く、次いで「普通」が21.2％、「満足している」が14.7％となっている。また、

「満足している」と「ほぼ満足している」を合わせた『満足』割合では45.3％を占めている。 

前回調査と比較すると、「ほぼ満足している」が6.0ポイント増加している。（図26） 
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